
広島県呉市広末広１丁目３番28号

株式会社全珍

（単位：千円）

流　動　資　産 1,903,116 流　動　負　債 768,362

現 金 及 び 預 金 965,631 386,486

売 掛 金 790,962 10,000

商 品 及 び 製 品 34,046 36,478

仕 掛 品 22,137 159,913

原 材 料 及 び 貯 蔵 品 80,439 6,249

前 払 費 用 8,808 103,862

未 収 入 金 1,002 33,197

そ の 他 428 10,678

貸 倒 引 当 金 △ 340 9,172

12,324

固　定　資　産 701,437

（有形固定資産） 683,144 固　定　負　債 135,544

建 物 50,040 114,086

機 械 及 び 装 置 53,472 21,336

車 両 運 搬 具 682 121

工具、器具及び備品 6,388

土 地 422,132 903,906

リ ー ス 資 産 150,428

（無形固定資産） 1,959

ソ フ ト ウ エ ア 1,231 株　主　資　本 1,700,646

電 話 加 入 権 728 50,000

1,650,646

（投資その他の資産） 16,332 12,500

出 資 金 4,525 1,638,146

長 期 前 払 費 用 559 繰越利益剰余金 1,638,146

敷 金 及 び 保 証 金 11,179 (うち当期純利益) 353,362

そ の 他 930

貸 倒 引 当 金 △ 861

1,700,646

2,604,553 2,604,553

※第５０期

（資産の部） （負債の部）

買 掛 金

短 期 借 入 金

リ ー ス 債 務

資　産　合　計 負債純資産合計

純 資 産 合 計

（純資産の部）

負　債　合　計

貸　借　対　照　表

（2025年３月31日現在）

金 額科 目科 目

未 払 金

未 払 費 用

未 払 法 人 税 等

未 払 消 費 税 等

金 額

返 金 負 債

預 り 金

リ ー ス 債 務

資 産 除 去 債 務

退 職 給 付 引 当 金

賞 与 引 当 金

資 本 金

利 益 剰 余 金

利 益 準 備 金

その他利益剰余金
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１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

　（１）棚卸資産の評価基準及び評価方法

　　　　　総平均法による原価法（貸借対照表価額は、収益性の低下に基づく簿価切下げの

　　　　　方法により算定）によっております。

　（２）固定資産の減価償却の方法

　　　　① 有形固定資産（リース資産を除く）

　　　　　　定率法によっております。ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物

　　　　　　附属設備を除く）並びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築

　　　　　　物については、定額法によっております。

　　　　② 無形固定資産（リース資産を除く）

　　　　　　定額法によっております。

　　　　　　なお、ソフトウエア（自社利用分）については、社内における利用可能期間

　　　　　　（５年）に基づく定額法によっております。

　　　　③ リース資産

　　　　　　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。

　（３）引当金の計上基準

　　　　① 貸倒引当金

　　　　　　債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、

　　　　　　貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見

　　　　　　込額を計上しております。

　　　　② 賞与引当金

　　　　　　従業員に対して支給する賞与の支出に備えるため、支給見込額に基づき、当事

　　　　　　業年度に見合う分を計上しております。

　　　　③ 退職給付引当金

　　　　　　従業員の退職給付に備えるため、退職金規程に基づく期末要支給額を計上して

　　　　　　おります。

　（４）収益及び費用の計上基準

　　　　　当社の顧客との契約から生じる収益等に関する主要な事業における主な履行義務

　　　　　の内容及び当該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は

　　　　　以下のとおりであります。

　　　　　当社においては、主におつまみを中心とした食料品の製造及び販売を行っており、

　　　　　約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと

　　　　　交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

　　　　　なお、変動対価が含まれる取引については、取引の対価の変動部分の額を見積り、

　　　　　その不確実性が事後的に解消される際に、認識した収益の著しい減額が発生しな

　　　　　い可能性が高い部分に限り、取引価格に含めております。

　　　　　また、製品の販売のうち、当社が代理人に該当すると判断したものについては、

　　　　　他の当事者が提供する製品と交換に受け取る額から当該他の当事者に支払う額を

　　　　　控除した純額を収益として認識しております。

個　別　注　記　表
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２．収益認識に関する注記

　　　収益を理解するための基礎となる情報

　　　　「個別注記表 １．重要な会計方針に係る事項に関する注記（４）収益及び費用の

　　　　計上基準」に記載のとおりであります。

３．貸借対照表に関する注記

　（１）有形固定資産の減価償却累計額

　（２）関係会社に対する金銭債権及び金銭債務

　　　　　短期金銭債権

　　　　　短期金銭債務

４．損益計算書に関する注記

　　　関係会社との取引高

　　　　営業取引による取引高

　　　　　売上高

　　　　　仕入高

　　　　　経営指導料

　　　　　支払賃借料

５．株主資本等変動計算書に関する注記

　　　当事業年度の末日における発行済株式の総数

６．１株当たり情報に関する注記

　（１）１株当たり純資産額

　（２）１株当たり当期純利益

（注）１株当たり当期純利益の算定上の基礎

　当期純利益 353,362千円

　普通株主に帰属しない金額 －千円

　普通株式に係る当期純利益 353,362千円

　普通株式の期中平均株式数 100,000株

７．重要な後発事象に関する注記

　　　該当事項はありません。

3,533円63銭

603,355千円

612,938千円

62,203千円

2,798,974千円

439,635千円

711千円

11,592千円

100,000株

17,006円47銭
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